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『知的財産権（特許庁/文化庁HPより）』
· 一個人として注意すべき行為
1.   電子メールで他人の悪口を書かぬこと

　　■■■■に注意 !!

2.   他人の著作物を無断で電子化コピーしないこと

　　■■■■に違反しないように注意 !!

3.   出版物やソフト製品などの違法コピーはしないこと

　　■■■■や■■■■に注意 !!

4.   他人(タレント、選手)の写真を無断で利用しないこと

　　■■■■■に注意 !!

5.   他人のプライバシ情報を見る仕事で得た情報は口外禁止

　　■■■■■■■■■■■に注意 !!
· 情報社会をよりよくする為の３つの視点
１．情報■■の脆弱性、セキュリティを確保する情報技術

２．情報社会の■■を守る、■■■等

３．情報に接する■■■■■（■■■■■に対する■■■■■）

１は技術上の問題。情報技術が進歩するため、それにともなって、セキュリティ技術も対応に追われ、■■■■■■■■■。

２は法制上の問題。情報社会の問題にかかわる法制度は、著作権法、刑法、憲法、など■■■■にわたっており、今後の課題である。

３は社会における人間のあり方の問題。この問題は私たちの日常生活のなかから生まれる、人間の■■■にかかわるものである。

＊第８回９回の講義は、主に２を中心に考えます。

· 知的財産権（知的所有権）制度
知的財産権は、■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■に対して「■■■■■■■■■■■」といった権利を付与する制度です。

情報社会は「■■■■■■」と言われます。■■■■■■■■■■■■を、■■■■■■■■で■■■■■■■■■■■■にすることが求められます。このようなサービス開発には■■■■■■■■■■■■が、情報社会における知的創造物が、デジタルデータであることが多く、■■■■■■■■■■■■■■■■■■。

このような問題に対し、■■■■■■■■■■■■■■■■■目的で作られたものです。
· 知的財産権の種類
人間の知的創造活動の成果は

● ■■■■■■である「発明」【■■■】や「考案」【■■■■■】

● ■■■■■■である「意匠」【■■■】
● ■■■■■■の「著作物」【■■■■】
などに分類されます。

一方、営業上の標識として、

● ■■■■■■■■■■■■である「商号」【商法】

● ■■■■■■■■■■■■■■■に用いられる「商標（ブランド）」【■■■】

などがあります。

【】←内の法律により保護されています。
· 事例をどの法に適用するか
保護の観点がそれぞれの法律によって異なり、■■■■■■■■■■■■■■■。

たとえばプログラムの記述が■■であるというとらえ方をすれば、■■■■■■■が考えられます。しかし、これをシステム化した■■としてとらえれば■■■■■■■が考えられます。 また、このプログラムに■■■■■■■すれば■■の問題も生じてきます。
· 知的財産権の分類
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· 著作権制度の歴史
著作権の保護には非常に長い歴史があります。その保護の歴史は、15世紀中頃の■■■■■■に始まるといわれ、ヨーロッパ諸国では18世紀から19世紀にかけて、著作権の保護に関する法律が作られました。

また、多くの国々が陸続きで接し合うヨーロッパでは、著作権は■■■■■保護しなければ意味が無いため、19世紀後半から、ヨーロッパ各国の間で、二国間条約による相互保護が行われてきました。

1886年9月9日10か国がスイスのベルンに集まり、いわゆる「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■」が作成されました。
· ベルヌ条約（the Berne Convention for the Protection of Literary and Artistic Works）
■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■

　1997年現在、121ヵ国の国が加盟。
· ベルヌ条約の原則（一部抜粋）
● ■■■■■
（■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■）

● ■■■■■
（■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■）
· 日本の著作権制度の歴史
日本の著作権法制は、江戸時代まで遡ることができるとする説もありますが、「図書を出版する者」を保護する規定を持つ「■■■■（明治2年（1869年））が、その先駆であると考えられています。

我が国が近代的な著作権法を備えたのは、明治32年（1899年）に「■■■■」（いわゆる「■著作権法」）を制定した時であり、■■■■に■■■■■■■■■である「ベルヌ条約」に加盟しました。
· 日本の著作権法の現状
新しい技術の開発・普及に■■■■■■し、国際ルール（条約）により定められた■■■■■■■■■■■■必要があります。また「知的財産戦略」の確立・推進等、国全体として著作物等の知的財産を重視する流れに沿って、■■■■■■■■■■■■■されています。
· 著作者の権利（著作権）【著作権法で保護】
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「著作者人格権」の保護期間

著作者の生存中（ただし、著作者の死後においても、原則として、著作者人格権の侵害となるべき行為をしてはならない）

著作権（財産権）における｢○○権｣の意味

他人が「■■■■■■■■■■■」を■■■ことができる（■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■）権利（許諾権）

「著作権 （財産権）」の保護期間

原則として、創作のときから■■■■■■■■■■まで（例外として、無名・変名の著作物及び団体名義の著作物については公表後50年。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■）
· 著作物の定義
「著作者の権利」によって「保護」されている（■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■）ものは「■■■」と言われます。

「著作物」は、著作権法の規定で「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■」と定義されています（第２条第１項第１号）。

　（a）「思想又は感情」を

　（b）「創作的」に

　（c）「表現したもの」であって、

　（d）「文芸、学術、美術又は音楽の範囲」に属するもの
（a）の条件によって、

「東京タワーの高さ：333メートル」といった「■■■■■」（書いた人の思想、感情と無関係）が著作物から除かれます。

（b）の条件によって、

他人の作品の｢模倣｣や、「明治維新は1868年だった」といった「■■■■■」（創作されていないもの）が除かれます。

（c）の条件によって、

｢■■■■■｣が著作物から除かれます（アイディアを解説した｢文章｣は著作物になり得る）。

（d）の条件によって、
｢■■■■｣などが、著作物から除かれます。

■著作物の例
	言語
	■■、■■、■■■■、作文、■■、■■、詩歌、■■など

	音楽
	■■、■■■■■■■■

	舞踊、無言劇
	日本舞踊、バレエ、■■■、舞踏、パントマイムの■■■■

	美術
	■■、版画、彫刻、■■■、書、舞台装置など

	建築
	芸術的な建築物

	地図、図形
	■■、学術的な図面、図表、設計図、■■■■、地球儀など

	映画
	劇場用■■、■■、ビデオ、■■■■■■■■■■■など

	写真
	■■■■、■■■■など

	プログラム
	コンピュータ・■■■■■


· 産業財産権制度の目的
目的１：

■■■、新しい■■■■、■■などについて■■■■■■、■■■■■■■■■し、■■■■■■■■■（やる気を引き出す）を付与したり、■■■■■■■■■するのが第１の目的です。

目的2：

特許庁に出願された■■■■■■■■■■■■■■■ことで、■■■■■■■■■■■■、■■■■■■■■■を与えたり、すでにある技術を■■■■■■ための情報を発信するのが第２の目的です。
· 特許・実用新案制度の目的
特許法第１条に「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■」と記述されています。
· 特許制度により行われること
特許制度は、■■■■■■■■■、一定の条件のもとに■■■■■■■■■■を与え、■■■■■します。またその■■■■■して、利用することにより得られる新しい技術を人類共通の財産としていく、■■■■■■■し、■■■■■■に役立てようとするものです。
· 特許制度が無かったら...
■■■■■は、目に見えない「■■■■■」なので、家や車のような有体物のように、目に■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■。

したがって発明者は、自分の発明を他人に盗まれないように、秘密にしておこうとするでしょう。しかしそれでは、発明者自身もそれを有効に利用することができないばかりでなく、他の人が同じものを発明しようとして無駄な研究、投資をすることとなってしまいます。
· 特許権【特許法で保護される】
● 保護期間：出願の日から■年

● ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

● 実用新案と比べて■■■■■■■■■■■もの

（ハードと結びついたコンピュータプログラム、植物、動物、微生物なども含む）

（医薬品と農薬の特許については５年を限度として延長可能）
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特許法第２条では「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■」を「■■」としています。

例えば、金融保険制度・課税方法などの■■■■■■■■■■■■・暗号など「自然法則の利用がない」ものは保護の対象とはなりません。

また、「技術的思想の創作」ですから、■■■■■■（例えば、ニュートンの万有引力の法則の発見）は保護の対象とはなりません。

さらにこの創作は、高度のものである必要があり、■■■■■■■■■■■■■■■■■■。
· 実用新案権【実用新案法で保護される】
● 保護期間：出願の日から■年

● ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

● 特許と比べて■■■■■■■■■もの

（特許に比べて技術が高度でなくても良く,方法のアイデアは対象外）
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実用新案法第２条では「■■■■■■■■■■■■■■■」を「■■」としています。

また、実用新案法第３条に「産業上利用することができる考案であつて物品の形状、構造又は組合せに係るもの」を保護の対象とします。

「物品の形状等に係るもの」ですから、■■に係るものは対象となりません。

また、特許法の保護対象とは異なり、技術的思想の創作のうち高度のものであることを必要としません。
· 意匠権【意匠法で保護される】
● 保護期間：設定の登録の日から■年

● ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

（単なる絵や図柄は対象外）
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意匠法第２条では「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■」を「■■」としています。

　例えば、■■■■■■■■■■■■■■■は保護の対象となりません。

　なお、特許法・実用新案法が、発明・考案が自然法則を利用した技術的思想の創作を保護をしているのに対し、■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■しようとするものです。
· 商標権【商標法で保護される】
● 保護期間：設定の登録の日から■年

　（継続使用による更新が可能）

● 商品やサービスについて■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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商標法第２条では「文字、図形、記号若しくは立体的形状若しくはこれらの結合又はこれらと色彩との結合であって、業として商品を生産し、証明し若しくは譲渡する者がその商品について使用するもの、又は業として役務を提供し若しくは証明する者がその役務について使用するもの」を「■■」としています。

■■■■■■■■■■■■■■■は保護の対象とはなりません。
· まとめ
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